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DXとは
• DXとは
企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、
データとデジタル技術を活⽤して、顧客や社会
のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモ
デルを変⾰するとともに、
業務そのものや、組織、プロセス、企業⽂化・
⾵⼟を変⾰し、競争上の優位性を確⽴すること
（平成30年12⽉，経済産業省「デジタルトランスフォーメーショ
ンを推進するためのガイドライン」）
•デジタライゼーション
デジタル技術を⽤いて付加価値を⾼めること



DX実現に必要なこと

計画

調査

施⼯

供⽤・管理

更新

設計



DX実現に必要なこと

事業の各フェイズの枠を超えて
全体の効率化を図る

事業の各フェイズの枠を超えて
データをやりとりし、
活⽤する



ICT⼟⼯の現状
• 2016年『⽣産性向上元年』

• 「国⼟交通省⽣産性⾰命本部」を設置（2016年３⽉）
• ３つの視点のトップランナー施策
「ICTの全⾯的な活⽤（ICT⼟⼯）」，
「全体最適の導⼊（コンクリート⼯の規格の標準化等）」，
「施⼯時期の平準化」

•平成28年度より取組み開始
• 関連基準類の策定・改訂
• 令和2年度公告⼯事の約81％でICT施⼯が導⼊
（⼟⼯以外含む）

• ⼟⼯ではICT導⼊⼯程で約3割の時間短縮効果
R3.7.14第13回ＩＣＴ導入協議会資料



施⼯履歴データを⽤いた出来形管理の監督・検査要領
（固結⼯（スラリー撹拌⼯）編）（案） R3.3

（中略）

（中略）

⼟⼯の品質には踏み込めていない



①不確実性が⽀配的な
地質・地盤の情報の取り扱い
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• 分布の複雑さの例

不整合 削りこまれた岩盤と充填された堆積物

混在岩 孤立した砂岩や引
きちぎられた砂岩泥岩互層

微細な褶曲 片麻岩中の
褶曲構造

⼟⼯分野における不確実性の例
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粘性土

砂質土

礫質土

有機質土

火山灰質土

凡例

Case1・柱状図6本

Case2・柱状図10本

⼟⼯分野における不確実性の例
⽬的の精度に応じた地質・地盤の状態

調査の質や量で描かれる地質・地盤の分布に⼤きな差



⼟の不確実性
• C（粘着⼒）とφ（せん断抵抗⾓）
• 三軸圧縮強度試験
• N値による⽅法
• サウンディングによる⽅法
• ⼟質分類による⽅法
• 現状からの逆算による⽅法
・
・
・
・

それぞれの特性



実際の事業における段階的な不確実性の低減



情報が事業の効率に与える影響曲線

同⼀の座標に⽬的に応じて異なる合理的なデータが存在する？！



②顕在化しない（しなかった）
不確実性の取り扱い
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国⼟交通省 ⾼知河川国道事務所 ⽇下川新規放⽔路施⼯技術検討部会資料より

不確実性の事前予測の取組み



No.2影響周辺地質として砂岩（SS）、
チャート（Ch）、頁岩（Sh）を抽出

トンネルの補助⼯法を検討するにあたり、
地層分布図の持つ不確実性を考慮し、
トンネルの中⼼線から１００ｍの幅に存在する地層は
影響周辺地質として抽出する



不確実性の顕在化
トンネルが破砕帯にあたった場合 トンネルが破砕帯にあたらなかった場合

施⼯中に顕在化

供⽤段階で顕在化？対策を実施

施⼯中に顕在化しない

どうやって検知する？
いつ対策を実施する？

破砕帯 破砕帯



DX⼟⼯を実現するための取組み

•不確実性が⽀配的な地質・地盤の情報の取り扱
い
→様々な段階での様々な⽬的のための調査⽅法
の体系化（いつ、どのような調査を⾏うか）

•顕在化しない不確実性の取り扱い
→供⽤段階まで顕在化しなかった不確実性を
検知するための⽅法（モニタリング）と対応



様々な段階での様々な⽬的のための調査⽅法の
体系化

サウンディング技術の改良と
活⽤シナリオの検討

〇調査技術の⾼度化とともに事業の⽬的に応じた適正な実施タイミング
・・・など

衝撃加速度を利⽤した
盛⼟締固め情報の取得と活⽤



不確実性の⼤きさを考慮した事業の進め⽅

⼟⽊事業における
地質・地盤リスクマネジメントのガイドライン
―関係者が ONE‐TEAM でリスクに対応するために― 
令和２年３⽉



まとめ
• ICT⼟⼯から⼟⼯DXへ⾶躍するためには、事業
プロセスのフェイズを超えたデータの活⽤が必
要。
•そのためには、地質・地盤、⼟⼯の不確実性の
取扱いがカギを握る
•今後の取り組み
• 事業プロセスを通じた段階的調査⼿法
• 不確実性を事業を通じて伝達、対応する仕組み


